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2023年度 産別労働条件および産別協定の改定に関する要求書
1．大幅賃上げ、並びに産別制度賃金の引き上げについて
（1）港湾産業における基準内賃金を30，000円以上（或は10％以上）引き上げるために、全国港湾並びに、港運同

盟に加盟する各単組（支部など）の23年度賃金引き上げ要求に誠意をもって回答すること。
（2）産別制度賃金の引き上げについて

① 産別制度賃金についての組合側要求に誠意をもって交渉し、「良好な労使関係を構築（22春闘（仮）協
定）」するために必要な労使協議を継続すること。

② 23年度の産別最低賃金を、184，200円（日額：8，010円、時給：1，145円）とすること（22春闘要求と同水
準）。

③ あるべき賃金を、別表の通り改定すること（22春闘要求と同水準）。
④ 産別基準賃金を、全港・全職種適用とし、40歳368，900円に改定すること（22春闘要求と同水準）。
⑤ 検数・検定労働者の標準者賃金を277，200円に改定（現行協定の10％引き上げ）し、これに到達すること。
なお、この賃金は基準内賃金として適用し、その定義は、検数・検定小委員会における合意内容とする。

2．魅力ある港湾労働の確立／労働諸条件の整備／人財不足対策について
（1）「産別協定第29条（5．9協定）」を以下の通り改定すること。

① 協定第1項に係わって、適用を、全港・全職種とすること。
② 協定第1項（1）～（3）を削除し、「土曜日は休日とする」と改定すること。
③ 協定第2項、及び第3項は、削除すること。
④ 上記①～③の措置に伴い、産別協定第28条を「休日は、日曜・土曜並びに…」と改定し、時間外労働基
礎分母は143時間とすること。

⑤ なお、検査職種・関連職種において20年実施を合意している「5．9協定に基づく週休二日制」を22年4月
1日をもって実施し、日港協は適正料金支払いを含めた具体的な支援策を講じること。また、関連職種に
ついては、地区労使協議、個別元請事業者との協議を促進し（21春闘協定）、22年4月1日実施とするこ
と。

（2）時間外労働割増率を以下の通りとすること。
平日＝ ー 半夜：150％ 深夜：200％ 土曜・休日＝昼間：150％ 半夜：200％ 深夜：250％
日曜・祝日＝昼間：150％ 半夜：200％ 深夜：250％

（3）65歳定年制（逓減なし）について「25年を待たずに前倒しで実施するよう努力する（21春闘協定）」にも
とづき、各職種・各社で協議促進を図り実施すること。

（4）年末年始特別例外荷役に係る労働条件を再検証し、「休日保障」を前提とし、やむなく就労する場合の労
働条件の改定を行うこと。

（5）港湾における「人財不足」問題の対策について、次の施策を検討し実施すること。
① 高校・大学への産業アピールと就職勧誘・支援の取り組み
② 港湾技能研修センター・港湾カレッジと連携した「奨学金制度」の検討と実施
③ その他、労使協議の中で考え得るすべての諸施策の実施

3．港湾「合理化」に反対することによる、雇用と職域確保・拡大の課題について
（1）「港湾の労使関係を無視した一方的な港湾「合理化」には反対であることを産別労使の基本スタンスとす

る（22春闘合意）」との確認に基づき、機械化・自動化をはじめ、港湾「合理化」の実情や、変化を現認
する体制等に関する、労働組合諸機関の職場査察活動を保障すること。

（2）職域・業域の確保・拡大、港湾労働法の全港・全職種適用について
① インランドデポ、港頭地区並びに隣接地区における大型物流倉庫を「港湾運送事業者の業域並びに、港
湾労働者の職域となるよう（22春闘（仮）協定）」具体化すべく、労使政策委員会として視察・現状把握
の取り組みを具体化すること。

② 施設事案に関する事前協議で確認した作業体制の履行状況について、地区労使による総点検活動を行い、
中央労使政策委員会がこれを集約し、上記①項の取り組みに資すること。また、この取り組み結果を、労
政審港湾労働専門委員会に反映させ、次期5か年計画において「港運事業者に雇用された常用労働者の職
域とする」と明記していくよう取り組むこと。

③ 事前協議の作業体制に関連を付記すること。
4．安心・安全の港湾を確立していく課題について
（1）感染症（新型コロナウイルス等）への対策について

① 感染症（新型コロナウイルス等）に関する確認書（20年6月30日付）3項で合意した「諸制度の整備に
ついては継続して協議」することに則り、新型コロナウイルスをはじめ感染症に対して、有給休業・ＰＣ
Ｒ検査及び医療費補償を確認すること。

② 日港協は、新型コロナウイルス感染症を現行の2類区分から5類に替えないよう厚生労働省に要請する
こと

（2）45ｆコンテナの搬出の際、海コン事業者が道路許可証を所持していることを港湾運営者（ターミナル運営
者）が確認する体制を作り、安全・遵法運送を担保すること。

5．港湾政策・政府・港湾管理者の進める諸施策に対する課題
（1）非効率石炭火力発電施設の休・廃止の政府施策に対し、国交省・厚労省・エネ庁、電気事業連合会（電力

会社）、港湾産別労使で構成する、政労使会議を設置し、実効ある事業存続措置・雇用の確保策を確立す
ること。

（2）国交省が進める「人員不足対策（アクションプラン）」にある、いわゆる「お手伝い特例」に反対し、国
交省に対し再考することを強く求めること。

（3）政府・港湾管理者・大手デベロッパーが推進する港湾地域再開発等について
① 港湾地域の再開発については、当該地区労使並びに中央労使の合意を前提とするよう、再開発を進める
関係者に周知徹底すること。

② 港湾労働者の雇用・職域、仕事そのものに重大な影響を与えると懸念する場合は、事前協議を不可欠な
要件として措置すること。

（4）港湾運送・港湾労働に係る法改正を含めた諸施策を「労使で精査・協議する体制（22春闘（仮）協定）」
の確立について

① 労使政策委員会を定例的に開催し、政府などの諸施策について検討すること。
② 地区において、港湾安定化協議会の活性化を図り、過度な規制緩和や港運秩序の秩序維持への取り組み
に資すること。

（5）港湾労働者転職資金制度の拡充について
① 港湾労働者転職資金制度の凍結（1997年）を解除し、今日的課題に沿った拡充を図ること。
② この制度の目的を「政策転換や政府施策など事業者の責によらないことに起因する事業継続の困難性に
対する制度」とし、当該、事業者への貸付金、労働者に対する給付金、当該地区内における雇用の斡旋、
転職を余儀なくされた場合の資金の給付」を骨子として整備すること。

6．22春闘協定に則り実施（実行）すべき事項
下記は、22春闘（仮）協定で実施を確認した事項で、既に具体化されているべき課題である。よって、23春闘

中においても協議を進め、具体化を図ることを求める。
（1）認可料金の復活・適正料金確保を目指す労使の取り組み

① ＜22春闘協定第1項―（1）―②＞ 政府の「価値創造のための転嫁円滑化施策（以下 :政府施策）」の
推進に直ちに取り組み、港湾労働者の賃金引上げ・労働条件を担保すること。その際、船社（船社団体）
への申し入れに留まらず、広く荷主（荷主団体）、関係行政に対しても取り組み、組合側の諸要求に誠意
をもって回答すること。

② ＜22春闘協定第6項―（2）＞ 適正料金収受プロジェクトチーム（以下 :Ｐ／Ｔ）によるトラック事業
の標準運賃制度に係る講習の場をもち、これを契機に、Ｐ／Ｔとして、所管行政への取り組みを促進する
こと。

（2）産別協定・確認書などの編纂
＜21春闘協定第5項＞ 魅力ある港湾労働を基礎となる産別労使協定（確認書・議事録）の編纂作業を促
進し、23年10月を目途に完成を目指すこと。

（3）検査事業の指定事業体に係る課題について、21春闘協定、及び、22春闘（仮）協定以降の労使協議をふま
え、23春闘団交中においても労使協議を行い、課題の解決に到達すること。

（4）検査職種に係る諸課題の早急な解決について
① 指定事業体において検査業務に就労し、48歳以上で本体検査事業者に入会した労働者の「港湾労働者年
金の適用とする制度改定の可否について（22春闘（仮）協定）」、直ちに専門委員会を設置し、解決する
こと。

② 「標準者賃金の適用者要件、『年齢35歳・有資格者』とする改定を前提（22春闘（仮）協定）」とする
検数・検定小委員会における協議を直ちに行い、23年4月1日より実施すること。

（5）港湾労働法適用問題労使検討会を直ちに開催し、全港・全職種適用の合意（18春闘協定）の再確認の上で、
関係行政との協議、労政審港湾労働専門委員会に進むよう取り組むこと。

（6）安心・安全の課題について
① 「放射線被害対策健康診断制度（仮称）を創設する（22春闘（仮）協定）」ために、中央安全専門委員
会で検討し、23年4月1日に制度運営を開始すること。

② 労災補償に関し、遺族補償・障害等級1～3級について4，000万円とする日港協傘下事業者の取り組み状
況と進捗をＷＧにおいて検証し、産別労災補償制度確立に資すること。
＜労働災害企業内補償の産別最低基準要求 ＠＝万円＞

以 上

全
港
湾

川
田
中
央
委
員

労
働
者
の
賃
金
は
こ
れ
ま
で

30
年
間
ま
っ
た
く
上
が
っ
て
お

ら
ず
、
物
価
高
は
41
年
前
と
比

べ
物
に
な
ら
な
い
レ
ベ
ル
の
生

活
負
担
増
で
あ
り
、
影
響
は
と

て
つ
も
な
く
大
き
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。

全
港
湾
の
中
央
委
員
会
で

も
、
た
た
か
う
春
闘
方
針
を
採

択
し
た
が
、
こ
の
23
春
闘
は
40

年
以
上
生
活
実
態
が
厳
し
い
中

で
、
本
当
に
大
幅
賃
上
げ
が
必

要
な
春
闘
に
な
る
。
積
極
的
な

価
格
転
嫁
を
求
め
る
料
金
交
渉

は
、
企
業
の
重
大
な
責
任
で
あ

る
。
正
当
な
価
格
転
嫁
を
労
働

者
の
賃
金
に
確
実
に
還
元
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

港
湾
産
別
最
賃
の
問
題
で

は
、
2
0
1
6
年
以
降
、
16
万

4
0
0
0
円
で
止
ま
っ
て
い

る
。
産
業
の
魅
力
に
は
労
働
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
だ

が
、
そ
こ
に
は
賃
金
が
大
き
く

影
響
す
る
。
独
禁
法
を
盾
に
労

使
協
議
を
遅
ら
せ
、
魅
力
あ
る

港
湾
産
業
の
発
展
を
止
め
て
い

る
の
は
業
界
側
だ
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
、
港
湾
最
賃
の
確
立

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
魅
力
あ

る
港
湾
と
取
り
戻
す
た
め
に
も

全
国
港
湾
が
た
た
か
う
労
働
組

合
の
先
頭
に
立
っ
て
今
春
闘
に

臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

る
。

全
港
湾

佐
藤
中
央
委
員

料
金
収
受
の
課
題
で
は
、
日

港
協
の
動
き
が
非
常
に
悪
い
。

具
体
的
に
言
う
と
船
会
社
か
ら

原
資
を
引
っ
張
る
と
い
う
部
分

は
若
干
見
え
て
い
る
が
、
な
か

な
か
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
。

や
は
り
、
業
界
団
体
と
し
て
中

小
企
業
庁
や
荷
主
団
体
へ
の
働

き
か
け
を
強
く
要
請
し
た
い
。

こ
れ
を
背
景
に
労
側
含
め
て
共

通
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

二
つ
目
は
独
禁
法
に
か
か
わ

る
問
題
で
、
2
0
1
9
年
に
都

労
委
か
ら
は
独
禁
法
の
問
題
に

は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
あ
っ
せ

ん
案
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
今
回
の

中
労
委
の
あ
っ
せ
ん
案
は
納
得

で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。

全
港
湾
日
本
海
地
方
本
部
と

し
て
も
産
別
の
一
員
と
し
て
、

こ
の
独
禁
法
問
題
で
業
界
団
体

と
し
て
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
全
国
港
湾
に
は
独
禁
法

に
は
抵
触
し
な
い
こ
と
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
精
一
杯
の
た
た

か
い
を
お
願
い
し
た
い
。

全
港
湾

面
谷
中
央
委
員

石
炭
問
題
に
つ
い
て
、
経
産

省
主
催
で
第
58
回
総
合
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
中
で
2
0
5
0
年
に

は
廃
止
す
る
と
い
っ
た
方
針
が

示
さ
れ
た
。
日
本
海
で
は
石
炭

に
携
わ
る
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
労
働
者
は
戦
々
恐
々
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
希
望
と
し

て
は
現
在
の
雇
用
と
職
域
を
確

保
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
『
政
労
使
に
よ
る
事
業
継

続
と
雇
用
対
策
を
確
立
す
る
こ

と
』
に
つ
い
て
も
要
求
書
に
記

載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
『
港

湾
労
働
者
転
職
資
金
制
度
の
凍

結
解
除
と
拡
充
』
と
両
立
さ
せ

て
運
動
を
進
め
て
ほ
し
い
。

石
炭
問
題
の
話
を
す
る
と
必

ず
話
題
に
な
る
の
が
原
発
の
再

稼
働
、
或
い
は
新
設
や
旧
施
設

の
延
命
な
ど
が
話
に
上
る
が
、

反
原
発
運
動
と
し
て
、
石
炭
問

題
と
両
輪
と
し
て
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

『
お
手
伝
い
特
例
』
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
海
は

運
輸
局
や
各
地
区
の
選
出
国
会

議
員
や
県
議
会
議
員
な
ど
に
陳

情
し
て
き
た
。

地
方
港
に
と
っ
て
は
『
お
手

伝
い
特
例
』
に
つ
い
て
は
規
制

緩
和
の
更
な
る
強
化
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
今
後
は
こ
う
い

っ
た
特
例
を
出
さ
せ
な
い
運
動

を
展
開
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

今
朝
方
、
新
た
な
情
報
が
入

っ
た
の
で
報
告
と
緊
急
提
案
を

し
た
い
。
一
つ
目
は
お
手
伝
い

特
例
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
国
交
省
が
2
月
7
日
〜

3
月
9
日
ま
で
の
間
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
地

方
港
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
地

方
港
と
し
て
各
地
区
港
湾
に
取

り
組
み
要
請
を
お
願
い
し
た

い
。2

点
目
は
港
を
兵
站
地
区
に

さ
せ
な
い
取
り
組
み
に
つ
い

て
、衆
議
院
予
算
委
員
会
で
は
、

い
く
つ
か
の
地
方
で
公
聴
会
を

開
催
す
る
と
し
て
い
る
。当
然
、

防
衛
が
ら
み
の
こ
と
と
な
る
と

思
う
が
、
開
催
さ
れ
る
地
域
で

は
、
地
元
か
ら
こ
の
後
、
反
対

集
会
を
す
る
よ
う
取
り
組
み
指

示
を
出
し
て
ほ
し
い
。

神
戸
港
湾

西
澤
中
央
委
員

23
春
闘
要
求
（
案
）
に
つ
い

て
、
22
春
闘
の
仮
協
定
2
項

（
1
）の
協
定
内
容
に
つ
い
て
、

協
定
で
は
事
前
協
議
の
作
業
体

制
に
関
連
を
明
記
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
各
地
区
労
使
で
の

対
応
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
、
当
該
地
区
労
使

で
は
関
連
職
種
に
つ
い
て
も
事

前
協
議
作
業
体
制
に
明
記
す
る

よ
う
求
め
て
き
た
が
、
結
果
的

に
対
応
で
来
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
こ
の
協
定
内
容
は

関
連
職
種
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
項
目
で
あ
る
。
一
つ
は
関

連
事
業
基
盤
の
維
持
と
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
の
柱
と
な
る

こ
と
。
も
う
一
つ
は
5
・
9
協

定
適
用
履
行
の
実
施
や
そ
の
他

あ
ら
ゆ
る
労
働
環
境
整
備
策
を

関
係
労
使
間
で
取
り
組
む
上

で
、
事
前
協
議
に
関
連
職
種
を

明
記
す
る
こ
と
は
政
府
施
策
で

も
あ
り
、
22
春
闘
協
定
の
一
丁

目
一
番
地
で
あ
る
大
幅
賃
上
げ

と
適
正
作
業
料
金
確
保
を
実
施

す
る
う
え
で
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、
23
春
闘
の

中
で
事
前
協
議
の
作
業
体
制
に

関
連
職
種
を
名
刺
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
中
央
労
使
で
実
施
す

る
要
求
を
し
て
ほ
し
い
。

二
点
目
は
本
船
入
港
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
問
題
で
、
特
に
専
業

部
門
は
本
船
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

遅
れ
が
出
た
場
合
、
現
場
待
機

と
な
る
が
待
機
料
金
が
支
払
わ

れ
ず
、
港
運
事
業
者
側
の
手
出

し
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
要

求
に
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

北
海
道
港
湾

石
原
中
央
委
員

石
炭
問
題
に
つ
い
て
、
北
海

道
の
奈
井
江
火
力
発
電
所
に
つ

い
て
は
2
0
2
7
年
3
月
に
廃

止
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
玉
田
書
記
長
の
提

案
に
も
あ
っ
た
通
り
、
行
政
行

動
ま
た
は
そ
れ
ら
に
付
随
す
る

要
求
書
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
力

を
持
っ
て
進
め
て
行
く
と
い
う

提
案
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お

り
、
こ
の
活
動
に
つ
い
て
は
中

央
と
地
区
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
問
題
解
決
に
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
炭

を
主
力
貨
物
と
し
て
い
る
留
萌

港
で
は
、
国
交
省
が
指
定
す
る

重
要
港
湾
に
な
っ
て
い
る
。
留

萌
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
旭
川

の
産
業
や
生
活
物
資
の
物
流
拠

点
と
し
て
国
交
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
港
で
働
く
労
働
者
が

い
て
初
め
て
物
流
の
拠
点
に
な

る
と
い
う
こ
と
を
強
く
思
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
石
炭
問
題
に

つ
い
て
更
な
る
運
動
の
強
化
を

お
願
い
し
た
い
。

大
港
労
協

住
本
中
央
委
員

2
0
2
5
年
に
開
催
さ
れ
る

大
阪
万
博
に
つ
い
て
、
会
場
で

あ
る
夢
洲
地
区
に
は
大
阪
港
の

物
流
拠
点
で
あ
る
夢
洲
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
隣
接
し
て
い

る
。
昨
年
の
12
月
頃
か
ら
大
阪

港
湾
局
や
万
博
協
会
な
ど
が
、

メ
デ
ィ
ア
で
万
博
の
話
題
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
度
に
メ
デ
ィ
ア

で
ア
ク
セ
ス
や
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー

ド
の
ゲ
ー
ト
延
長
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
港
運
事
業
者
と
労

働
組
合
と
の
協
議
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
報
道
さ
れ
る
た
び

に
憤
り
を
感
じ
て
き
た
。
同
時

に
、
『
博
覧
会
協
会
や
地
域
の

関
係
行
政
を
港
湾
局
と
業
界
と

の
間
で
は
危
機
感
に
大
き
な
差

が
あ
る
』と
も
指
摘
し
て
い
た
。

週
末
に
は
大
阪
港
湾
局
が
大
阪

港
運
協
会
と
大
港
労
協
に
説
明

に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

開
催
ま
で
残
り
2
年
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
建
設
の
段

階
で
あ
り
、
大
阪
港
で
働
く
身

と
し
て
は
、
不
安
と
危
機
感
を

払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
度
の
万
博
の
開
催
は
6
ヶ

月
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
大
阪

港
の
衰
退
を
も
危
惧
し
て
い

る
。
今
回
こ
の
よ
う
な
対
応
こ

そ
が
大
阪
港
で
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
反

対
の
意
思
を
強
く
す
る
も
の
で

あ
る
。
関
係
省
庁
と
の
行
政
交

渉
に
お
い
て
全
国
港
湾
で
も
協

力
し
て
ほ
し
い
。

次
に
協
定
順
守
パ
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
、
大
阪
港
で
は
こ
の

20
年
あ
ま
り
で
多
く
の
マ
ル
チ

テ
ナ
ン
ト
方
式
の
大
型
物
流
倉

庫
が
建
て
ら
れ
た
。
倉
庫
稼
働

に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
事
前
協

議
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

作
業
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
年
末
に
は
ワ
ッ
ペ

ン
委
員
会
を
開
催
し
、
6
9
0

0
名
弱
の
港
湾
労
働
者
を
確
認

し
て
き
た
。
大
港
労
協
は
春
闘

臨
時
大
会
と
定
期
大
会
の
終
了

後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
港
運
協
会

に
港
湾
産
別
協
定
事
項
順
守
点

検
と
違
法
撲
滅
点
検
行
動
の
実

施
を
通
知
し
、
協
定
順
守
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
大
港
労
協
の
産
別
運
動
は

事
前
協
議
を
柱
に
た
た
か
う
こ

と
と
し
、職
域
と
雇
用
の
拡
大
、

港
湾
秩
序
の
維
持
、
協
定
順
守

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
。

貴
重
な
意
見
を
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
や

意
見
に
真
摯
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
こ
の
23
春
闘
を
闘
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
港
湾
運
送
事
業
者
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
常
用
港
湾
労

働
者
は
、
3
万
4
8
8
3
人
。

た
っ
た
の
3
万
5
0
0
0
人

で
、
日
本
で
取
り
扱
う
輸
出
入

貨
物
の
99
％
以
上
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、
非
常
に
誇
り
あ
る
産

業
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
全
国
港
湾

は
直
接
的
な
加
盟
単
組
の
賃
上

げ
交
渉
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
、
賃
上
げ
共
闘
会
議

を
設
置
し
て
、
情
報
交
換
を
し

ま
す
。
こ
の
中
で
、
助
け
が
必

要
な
事
が
あ
れ
ば
、
全
国
港
湾

に
結
集
す
る
全
て
の
仲
間
で
団

結
し
て
、
闘
い
ぬ
く
事
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
ト
ヨ

タ
で
3
兆
円
を
突
破
す
る
だ
ろ

う
と
。Ｏ
Ｎ
Ｅ
の
邦
船
3
社
も
、

日
本
郵
船
の
1
兆
円
突
破
を
は

じ
め
と
し
て
、
恐
ら
く
3
社
で

利
益
が
2
兆
円
を
超
え
て
く
る

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
万
5
0
0
0
人
が
必
死
に
な

っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
少
し
く
ら
い
利
益
が
還

元
さ
れ
て
当
た
り
前
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
為
に
は
何
を
す
べ

き
か
。
労
働
組
合
の
力
だ
け
で

は
不
可
能
な
部
分
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
日
本
港
運
協
会
が
、
ど

れ
だ
け
や
る
気
を
示
せ
る
か
に

今
回
は
懸
か
っ
て
い
ま
す
。
時

に
は
強
行
突
破
を
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
是
非
と
も
力
を

貸
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

昨
年
の
大
会
で
中
央
執
行
委

員
長
に
な
っ
て
、
初
め
て
の
春

闘
・
中
央
港
湾
団
交
に
な
り
ま

す
。初
仕
事
に
な
り
ま
す
か
ら
、

こ
こ
で
ボ
タ
ン
を
掛
け
違
う

と
、
全
国
港
湾
の
名
前
に
傷
を

つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
様

な
事
の
無
い
よ
う
、
真
剣
に
と

ら
え
て
お
り
ま
す
。

2
月
に
要
求
書
を
提
出
し

て
、
そ
の
後
、
様
々
な
会
議
が

開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
対
策
の
問
題
、
認
可

料
金
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
学
習
会
等
々
、
日
本
港
運
協

会
と
や
っ
と
協
議
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
全
部
含
め
て
、
こ

の
春
闘
の
中
で
闘
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
為
に
は
、
皆
さ
ん
の

力
を
お
借
り
し
た
い
。

こ
の
事
を
強
く
訴
え
て
、
私

の
総
括
答
弁
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

神
戸
港
湾

飛
田
中
央
委
員

石
綿
問
題
に
つ
い
て
、
議
案

書
78
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
通
り
だ
が
、
裁
判
に
つ
い
て

は
最
高
裁
ま
で
行
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
日
港
協
と
の

協
議
の
中
で
解
決
に
向
け
て
動

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
現
在
の
労
使
関
係

は
良
好
で
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
、
解
決
に
向
け
た
道
筋
が

た
た
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

日
港
協
側
に
大
き
な
責
任
が
あ

る
と
思
う
。
日
港
協
は
石
綿
被

災
の
歴
史
や
現
状
を
認
識
し
、

主
体
性
を
持
っ
て
加
盟
店
社
に

指
導
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
我

々
と
向
き
合
い
石
綿
被
災
の
解

決
を
行
う
責
任
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
強
く
日
港
協
に
主
張
し
て

ほ
し
い
。

も
う
一
点
は
石
綿
対
策
委
員

会
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

開
催
が
で
き
て
い
な
い
の
で
今

年
中
の
開
催
を
希
望
す
る
。

四
国
港
湾

元
木
中
央
委
員

石
炭
問
題
に
つ
い
て
、
四
国

で
も
新
居
浜
等
で
2
0
3
0
年

に
発
電
所
が
休
廃
止
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
詳
し

い
情
報
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

現
在
、
新
居
浜
で
は
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
今
後
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
国
の
政
策
に
よ
っ
て
、
大

き
な
雇
用
問
題
に
発
展
す
る
こ

と
な
の
で
国
の
責
任
を
追
及
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

2
点
目
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
四
国
と
し
て
は

反
対
の
立
場
で
い
る
。
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
政
策
に
つ
い
て
、

港
の
労
働
者
の
生
の
声
を
聞
く

と
、
現
状
で
も
労
働
者
供
給
事

業
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
必
要
が
な
い

と
の
声
が
出
て
い
る
。

3
点
目
は
高
知
新
港
の
重
量

計
の
問
題
に
つ
い
て
、
高
知
新

港
で
は
港
か
ら
約
4
キ
ロ
離
れ

た
産
廃
処
理
場
で
重
量
を
図
っ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。
四
国
運

輸
局
・
整
備
局
に
つ
い
て
も
要

請
行
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

協
議
の
中
で
『
重
量
計
は
企
業

で
設
置
す
る
も
の
』
と
の
回
答

受
け
た
が
、
そ
も
そ
も
は
、
国

交
省
が
決
め
た
法
律
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
重
量
測
定
の
法
律
を

守
ら
せ
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。4

点
目
は
新
規
参
入
に
つ
い

て
、
秋
田
で
の
新
規
参
入
の
動

き
を
受
け
、
四
国
で
も
四
国
運

輸
局
に
要
請
し
、
新
規
参
入
を

何
と
か
し
ろ
と
主
張
し
た
が
、

四
国
運
輸
局
が
言
う
に
は
『
申

請
を
す
れ
ば
受
理
す
る
し
か
な

い
。
た
だ
、
厳
正
な
審
査
は
す

る
』
と
言
っ
て
い
た
。
全
国
港

湾
と
し
て
新
規
参
入
を
さ
せ
な

い
対
策
は
あ
る
の
か
、
あ
っ
た

ら
教
え
て
ほ
し
い
。

全
港
湾

二
本
柳
中
央
委
員

秋
田
港
の
問
題
に
つ
い
て
、

現
状
と
お
願
い
と
い
う
こ
と
で

報
告
す
る
。

議
案
書
81
・
82
ペ
ー
ジ
に
詳

細
が
書
い
て
あ
る
の
で
詳
し
く

は
言
わ
な
い
が
、昨
年
1
年
間
、

様
々
な
確
認
書
を
取
っ
た
。
し

か
し
、
5
月
の
動
き
は
一
切
な

い
状
態
で
あ
る
。
ど
う
し
た
の

か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
、
動
き
が
出
た
場

合
は
全
国
港
湾
に
報
告
す
る
の

で
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い
。

全
港
湾

樋
口
中
央
委
員

港
湾
労
働
者
の
保
障
基
金
制

度
に
つ
い
て
、
こ
の
中
で
議
案

書
83
ペ
ー
ジ
に
5
．
30
協
定
の

柱
の
一
つ
と
書
い
て
あ
り
、
1

9
9
7
年
10
月
22
日
以
降
凍

結
。
背
景
に
は
制
度
の
不
正
確

な
運
用
が
あ
っ
た
こ
と
に
起
因

書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
い
っ
た
経
過
が
あ

っ
た
の
か
教
え
て
ほ
し
い
。
同

じ
く
83
ペ
ー
ジ
③
の
『
転
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
資
金

の
給
付
を
骨
子
と
し
て
整
備
』

と
書
い
て
あ
る
が
、
い
つ
頃
ど

う
い
っ
た
形
で
整
備
す
る
の

か
、
退
職
の
場
合
は
何
円
、
転

職
の
場
合
は
何
円
と
か
考
え
方

が
あ
る
の
か
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
こ
の
話
が
出
て
く
る
の
は

影
響
が
出
て
く
る
の
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
話
せ
る
内
容
が
あ

れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

大
港
労
協

三
宅
中
央
委
員

今
春
闘
の
賃
上
げ
で
は
、
い

ま
こ
そ
ゼ
ネ
ス
ト
を
す
る
べ
き

だ
。
そ
れ
を
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
事
業
者
が
荷
主
と
料
金
交
渉

が
で
き
る
。
そ
の
体
制
を
我
々

が
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
う
一
点
は
港
労
法
に
か
か

わ
る
問
題
で
、
我
々
の
職
場
で

違
法
な
労
働
者
、
日
雇
い
等
を

無
く
そ
う
と
い
う
運
動
を
進
め

る
た
め
に
は
ワ
ッ
ペ
ン
運
動
は

一
つ
の
手
段
と
な
る
。
違
法
就

労
や
違
法
派
遣
が
料
金
に
か
か

わ
っ
て
く
る
。
安
い
労
働
者
が

い
る
か
ら
高
い
料
金
が
取
れ
な

い
。
こ
こ
を
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
と
港
労
法
の
全
港

・
全
職
種
も
大
事
だ
が
、
我
々

が
ど
の
よ
う
に
港
湾
エ
リ
ア
で

事
業
法
・
港
労
法
に
基
づ
く
適

切
な
働
き
方
を
す
る
。
港
労
法

の
全
港
・
全
職
種
は
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
や
れ
ば
い
い
が
、
今

あ
る
現
実
を
き
っ
ち
り
と
や
る

こ
と
か
ら
始
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
各
地
域

で
き
っ
ち
り
や
っ
て
ほ
し
い
。

こ
の
こ
と
は
賃
上
げ
に
リ
ン
ク

す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
大
き

な
行
動
で
賃
上
げ
と
魅
力
あ
る

港
湾
労
働
の
確
立
を
目
指
し
て

ほ
し
い
。

最
後
に
万
博
問
題
で
あ
る

が
、
今
回
の
大
阪
万
博
は
夢
洲

と
い
う
埋
立
地
で
行
わ
れ
る
。

問
題
は
交
通
物
流
渋
滞
対
策
で

あ
り
、
大
阪
港
湾
局
が
言
っ
て

い
る
の
は
、
夢
洲
の
一
部
の
船

を
舞
洲
等
に
移
そ
う
と
言
っ
て

い
る
が
、
事
前
協
議
に
か
か
わ

る
問
題
で
あ
る
し
、
6
ヶ
月
以

上
も
あ
る
中
で
、
事
前
協
議
の

中
で
雇
用
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

Ｉ
Ｒ
の
問
題
も
夢
洲
に
土
地

が
あ
る
の
に
港
湾
用
地
と
し
て

使
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
Ｉ
Ｒ

推
進
株
式
会
社
と
オ
リ
ッ
ク
ス

が
契
約
し
て
い
る
土
地
だ
か
ら

大
阪
市
大
阪
港
湾
局
は
い
っ
さ

い
手
を
出
せ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
本
来
な
ら
渋
滞
対
策

と
し
て
使
用
し
た
い
の
に
使
え

な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。大

港
労
協
は
全
力
を
挙
げ
て

2
0
2
5
年
に
向
け
て
頑
張
る

が
、
全
国
港
湾
の
力
を
借
り
る

と
き
は
必
ず
来
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
そ
の
時
は
お
願
い
し
た

い
。

港湾労働者の命と安全を確保するために
港湾を兵站基地にしないことを求める要求書

1．港湾労働者の安心・安全を確保するために、港湾を兵站基地（軍事利用）にしないようあらゆる措置を
すること。

以 上

7級

1，670

14級

130

6級

2，000

13級

240

5級

2，360

12級

370

4級

2，750

11級

520

3級

4，000

10級

710

2級

4，000

9級

910

1級

4，000

8級

1，180

遺族補償

4，000
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